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『フラックス・カード』の使用方法 

 
 

 

 

 

 
『フラックス・カード』は表面（グリーン）と裏面（レッド）

でふたつの機能を使い分けできます。 
日常的に使用する交通系のカードにはグリーン面を、

また、読まれたくない貴重なＩＣカードにはレッド面を重

ねてカードケースに入れます。 
 
 
 
 
 
 
この状態だとレッド面（ＧＵＡＲＤ）がＩＣカードに接触し

てますから、カードの情報は読めません。 
スキミング防止にはこの状態でご使用ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
こちらは、グリーン面（ＰＡＳＳ）がＩＣカードに接してい

ますから、このＩＣカードだけ使用できます。カードケー

スの中の他のカ－ドは反応しません。 
改札ではこの状態でご使用ください。 
 
 
 
 
 
 
 
２枚の非接触 IC カードを離れた場所に収納する場合

はそれぞれのカードに『フラックス・カード』が接するよ

うに重ねてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レッド面でスキミング防止機能をご利用の場合、この

ようにＩＣカードを収納する個所が離れている場合は枚

数に応じて本製品をご用意ください。 
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『フラックス・カード』の効果 

 

 

 

 

 

 
コンピューターにカード・リーダーを接続して『フラック

ス・カード』の効果をテストします。 
モニター画面上の横長の白い部分がリーダー・アプリ

ケーションです。 
 
※カード・リーダーはソニーのフェリカ用を使用していま

す。 
 
 
 
 
リーダーに「イコカ」を乗せると利用履歴と残高が表示

されます。 
 
※「イコカ」はＪＲ西日本発行の非接触ＩＣカード乗車券です。 
 
 
 
 
 
 
 
「 イ コ カ 」 の 上 に『 フラ ックス ・ カ ード 』 の レッド 面

（GUARD）を重ねると履歴表示が消えます。 
カードとリーダーの通信が途絶えました。 
 
テストでは上部１ｃｍ程度ずらしていますが、完全に重

ねてご使用になることをお奨めします。 
 
 
 
 
 
次に『フラックス・カード』を裏返し、グリーン面（PASS）

を重ねると、再び履歴表示が現れます。 
 
レッド面（GUARD）が見えていますので反対側のグリ

ーン面（PASS）が IC カードに接しています。 
 
 
 
 
 
 
続けて、上からハナプラス「ピタパ」を重ねてもそのま

ま「イコカ」のデータの表示を続けています。 
このように複数の非接触ＩＣカードがあっても、間に『フ

ラックス・カード』を挟むことにより枚数超過のエラーを

回避し、改札でもスムーズに反応します。 
 
※ 「ハナプラス」は阪急電鉄発行の非接触ＩＣカードです。 
※ 「ピタパ」はスルっと KANSAI のＩＣ決済サービスです。 


